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ジェンダー観と食の自立一健康教育の試案とカリキュラムへの展開－

○遠田瑞穂＊　鵜飼光子＊＊

(＊群馬女子短期大学　＊＊武蔵丘短期大学)

【目的】本研究は、現代の若者の「食べる」ことに対する意識を多角的に捉え、

食の自立を形成するための課題を、ジェンダー観と関連させ明らかにすること

を目的とする。また、学校における「食べる」ことの学習は家庭科を中心に行

われている現状を考え、家庭科における「食べる」ことの学習のおり方を再考

し、精神的・身体的に健康な食生活を送るためのカリキュラムも試案したい。

【方法】短期大学生を中心とした、現代の若者の「食べる」ことに関する意識

の分析を行う。方法として、食品に関する知識、調理に関する知識・技術、食

生活スタイルおよび心身状態、食に関する学習状況、ジェンダー観などに関す

る項目で構成される質問紙調査を中心に、インタビュー等も合わせて分析する。

【結果】現代の多様化された若者の「食べる」ことおよび食生活スタイルにつ

いて、ジェンダー観を分析の視点とすることにより、食の自立を形成するため

の課題が、より明確になるであろうと考えられる。

2 Da-11 家庭の調理簡便化とその周辺 ｍ
○小住フミ子　　 上村和子
(鹿児島県立短大)

〔目的〕県の東南部に位置する志布志町は東南アジアや日本各地への流通拠点港として

最近変化のはげしい地域の一つである。これ迄報告した地域と比較しながら,惣菜料理や

外食利用が地区住民の人々にどのように利用されているのか知るため意識調査を行った。

〔方法〕前回のアンケート調査の一部修正を行い, 食生活改善推進員及び前生活改良普及

員の協力を得て100 部を配布。回収率86%, うち有効回答98% 。調査時期平成10 年11 月。
自己記入の留置法。 92.9%が女性回答者。

〔結果〕惣菜料理購入頻度は伊佐地方と同じく月に２～３回購入が多く，スーパー利用で

ある（65.6%）。外出，来客等忙しい時の間に合わせに利用（21％）が３地区（鹿児島市，

伊佐地方）共に多く，家庭では作れないものがある，作るより安くつくものがある，とい

う選択理由のデータから最近の家庭調理操作の未熟さや合理性，簡便性を外部依存で補っ

ていることがわかる。購入の短所は３地区共に飽きがくる，価格が高い，量が少ないと経

済的理由の不満を持ちながら，製造年月日（賞味期限）や新鮮さ，添加物にも注意を持ち

種類の豊富さを求めている。惣菜・外食共に食材に使用されている輸入肉については，志

布志町，伊佐地方が，値段が高くても国内産にこだわる（33.5％）, 安全性に問題がある

ので買うのを減らす（26.8％）と大きいのは，各々の生活圏に日本一の黒豚養産地を控え，

集合的穀物貯蔵施設や配合飼料製造業などの影響が推測された。健康を考えるときに食べ

る食品は多くの人が刺身を好み，牛肉（鹿児島市では１位）その他蛋白源食品がバランス

よく考慮されていた。

166


